
明治・大正・昭和の企業スピリット
と忘れられた環境への配慮

阿賀野川・近代ものがたり 特別編

阿賀野川エコミュージアムを目指す
流域再生フォーラム（第６回） 

～ 草倉・足尾銅山を開発した古河財閥、山奥の大工場から出発した昭和電工 ～

主催：　　　　　　＆阿賀野川エコミュージアム構想推進協議会　共催：新潟市・阿賀町　後援：五泉市・阿賀野市　企画：

お問合せ・お申込み先

※いただいた個人情報は、流域再生事業の実施を
  目的とした用途以外に使用することはありません。参加申込書

お名前

電話番号ご所属
（※あれば）

ふりがな

ご住所
〒

流域再生フォーラム（第6回）

下記必要事項をご記入の上、下記お申込み先に電話・FAX・メールにてお申し込みください。お申込期限は3
月24日（金）17時、定員は40名先着順です。お申し込み時点で、定員を超えていた場合のみ、ご連絡します。申込方法

対象：一般 ／ 定員：40名（先着順） ／ 参加費：無料

3/26 (日) 13時半～16時 （開場：13時～）
新潟市江南区郷土資料館   展示室 1＆2 
住所：新潟市江南区茅野山3丁目1番14号（新潟市江南区文化会館内）
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古河財閥の創業者・古河市兵衛と昭和電工㈱創業者・森矗昶。阿賀町鹿
瀬を創業地として選んだこの二大企業群が辿った光と影の軌跡と現在を
豊富な写真と史料から読み解く流域近代産業シリーズの最終決定版 ！

明治・大正・昭和の企業人たちの“たくましいフロンティアスピリット”に触れるとと
もに、“環境配慮の地道な追求がいかに重要か”を学ぶフォーラムを開催します！

参加特典として、草
倉銅山・昭和電工㈱
鹿瀬工場の特製地
図（3種類）を進呈！


